
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正

一

保
護
者
の
指
導
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所
の
勧
告
等
に
関
す
る
事
項

１

家
庭
裁
判
所
は
、
施
設
入
所
等
の
措
置
に
関
す
る
承
認
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
申

立
て
に
係
る
保
護
者
に
対
す
る
指
導
措
置
を
採
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
八
条

第
四
項
関
係
）

２

家
庭
裁
判
所
は
、
１
に
よ
る
勧
告
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
施
設
入
所
等
の
措
置
に
関
す
る
承
認
の
申
立
て
を
却

下
す
る
審
判
を
す
る
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
当
該
保
護
者
に
対
す
る
指
導
措
置
を
採
る
こ
と
が
相
当
で
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
指
導
措
置
を
採
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

。
（
第
二
十
八
条
第
七
項
関
係
）

３

家
庭
裁
判
所
は
、
１
又
は
２
に
よ
る
勧
告
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
保
護
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
二
十
八
条
第
五
項
及
び
第
八
項
関
係
）

二

一
時
保
護
に
関
す
る
事
項



１

二
月
を
超
え
て
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
児
童
の
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
の
意
に
反
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
が
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
引
き
続

き
一
時
保
護
を
行
っ
た
後
二
月
を
超
え
て
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
ご
と
に
、
児
童
相
談
所
長
又
は

都
道
府
県
知
事
は
、
家
庭
裁
判
所
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
第
五
項
関
係
）

２

児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
１
に
よ
る
引
き
続
い
て
の
一
時
保
護
に
係
る
承
認
の
申
立
て
を
し
た
場
合

に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
保
護
を
開
始
し
た
日
か
ら
二
月
を
経
過
し
た
後
又
は
１
に
よ

り
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
っ
た
後
二
月
を
経
過
し
た
後
も
、
当
該
申
立
て
に
対
す
る
審
判
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、

引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
が
あ
っ
た

場
合
は
、
当
該
審
判
の
結
果
を
考
慮
し
て
も
な
お
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
第
六
項
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
二

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

都
道
府
県
知
事
又
は
児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
当
該
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
の
同



意
の
下
で
施
設
入
所
等
の
措
置
が
採
ら
れ
、
又
は
一
時
保
護
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
保
護
者
に
つ
い
て
、
面
会
及
び
通

信
の
全
部
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
六
月
を
超
え
な
い
期
間
を
定
め

て
、
当
該
保
護
者
に
対
し
、
当
該
児
童
の
住
所
若
し
く
は
居
所
、
就
学
す
る
学
校
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
当
該
児
童
の

身
辺
に
つ
き
ま
と
い
、
又
は
当
該
児
童
の
住
所
若
し
く
は
居
所
、
就
学
す
る
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
の
付

近
を
は
い
か
い
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
の
四
第
一
項
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

検
討
規
定

政
府
は
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
児
童
相
談
所
の
体
制
の
整
備
の
状
況
、
家
庭
裁
判
所
の
関
与
の
下

で
の
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
に
都
道
府
県
及
び
児
童
相
談



所
が
採
る
措
置
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
こ

の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
条
関
係
）

三

そ
の
他
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
こ
と
。


